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概要   ＥＡ     (600 字～800 字程度にまとめてください。) 

環境保護や動物保護について考える際には、人間の実際の保護感覚を知ることが重要である。環境破壊や動物愛 
護の問題が生じる原因として、保護感覚に関する人間本位性や保護感覚の文化差が考えられる。本研究では、一般 
の人々の保護感覚に関する基礎的データを取得した。 
まず、人間本位性について検討するため、特定の動物による加害行為の被害者が人間か人間以外の動物種かで 

その動物に対する保護感覚が異なるか調査を行った。結果、被害者によって保護感覚に違いは見られなかった。一 
方、加害行為の許されなさについては、被害者が人間である場合の方が人間以外である場合より高く、人間本位性が 
認められた。 
また、環境に対する影響によって保護感覚が異なるかどうか検討するため、人間／哺乳類／昆虫の行動が、環境 

に対して良い／悪い影響を与える場合について調査を行った。結果、悪い影響を与える場合にのみ、昆虫に対する保 
護感覚は他の２種より低かった。また、哺乳類、昆虫に対する保護感覚は、環境へ良い影響を与える場合に比べて悪 
い影響を与える場合に低かったが、人間に対しては効果が見られなかった。このことは、われわれは、人間が環境に 
悪影響を与えても人間の立場は保持されると捉えていることを示唆している。 
さらに、文化差について検討を行うため、日本人と米国人を対象に、７つの動物種（犬、鯨、豚、鶏、トカゲ、魚、タコ） 

に対する保護感覚について調査を行った。全体的に、日本人は米国人に比べて保護感覚が低かった。また、動物の 
種類によって文化の効果は異なっていた。動物が感じる心を持っていると感じる度合いも、日本人は米国人に比べて 
低かった。そのため、動物の心に関する感じ方の違いが保護感覚の文化差に繋がっていることが示唆される。 
今後は、保護感覚が環境・動物保護の活動にどのように繋がっているのか、また、どうすれば繋がるのかに関する 

詳細な検討が必要である。 
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欧文概要  ＥＺ 

 
This study investigated our protective feelings for animal species as a function of the animals’ 
aggressiveness and good/bad effects on the environment as well as how the protective feelings differ 
across cultures. It was found that people tend to make human-oriented judgements when they are asked 
their protective feelings for animal species and impermissibility of the animals’ behaviours. A survey 
of Japanese and American people found that there are cultural differences in the feelings for various 
animal species. 



 

 


